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中高年のBody Mass Indexと死亡に関するprospective study
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　中高年のBody Mass Index（BMI）と死亡との関係を明らかにするために，Coxの比例ハザードモデルを

用いて，年齢や喫煙などの要因を補正し，BMI別にみた全死因死亡と全がん死亡に対するハザード比を計

算した。対象者は1987～89年に40～69歳の地域の全住民を対象として実施した郵送法によるアンケート調査

に回答した12,649人（男性5,686人，女性6,963人）である。

　これら対象者を1995年までfollow-upした。BMIが22～24の群をreference（ハザード比＝1.0）として，

全死因死亡のハザード比とBMIとの関係をみると，男性ではBMIが24～26の群がハザード比が0.92と一番

低く，BMIが24～26の群よりBMIが小さくなるにつれてハザード比の上昇が認められた。すなわち，

BMIが20～22の群ではハザード比が1.31，BMIが20未満の群ではハザード比が1.57（p＝0.0035）であった。

一方，BMIが26以上の群ではハザード比が1.05とわずかな上昇にとどまった。女性ではBMIが22～24の群

のハザード比が1.0と一番低く，BMIが22～24の群より小さくなっても，大きくなってもハザード比の上昇

が認められた。すなわち，BMIが20～22の群ではハザード比が1.26，BMIが20未満の群でハザード比が

1.95（p＝0.002）であり，一方，BMIが24～26の群ではハザード比が1.22，26以上の群でハザード比が1.71

（p＝0.019）であった。このように，BMIと全死因死亡の関係は男性ではL字型を，女性ではU字型を呈

していた。

　全がん死亡とBMIとの関係をみると，全死因死亡ほど明瞭ではないが，男性ではBMIが24～26の群を

最低とするL字型を，女性ではBMIが20～22の群を最低とするU字型を呈していた。

　日本人の中高年の男性では，日本肥満学会基準の過体重（BMI＝24～26.4）にあたるやや小太りぐらいが

生命予後にとってよいことが示唆された。
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